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アカシア探険隊 
～ＭⅠ・2010（夏）　

広島県知事室潜入の巻～

75回　湯﨑　英彦 氏
～広島県知事～

P r o f i l e　今回は平成21年11月29日、公選知事
としては第７代の広島県知事に就任し
た湯﨑英彦さん（75回）の登場です。
　湯﨑さんは２回目の登場。前回は情
報通信会社（アッカ・ネットワークス、
現イー・アクセス）を起業された頃で
した。
　当時は新進気鋭の起業家、経営者と
してのお話を聞かせて頂きましたが、
今回は政治家、広島県行政の長として
様々なお話をしてくださいました。勿
論アカシアへの想いや、現役生徒諸君
へのメッセージもお預かりしました。

◆　◆　◆　◆　◆　◆

谷口：本日は大変にお忙しいところ、
お時間を頂き有難うございま
す。

湯﨑：いえいえ、とんでもありません。
アカシアのインタビューですの
で楽しみにしていました。ちょ
うど今日は母校の開校記念日
で、学校で講演をしてきたとこ
ろです。なのでアカシア・デー
ですね。 

谷：そう言って頂くと、こちらも気が
楽になります。ありがとうござい
ます。 

湯：その言葉遣いはやめてくださいよ
（笑）。いつも通りに話しましょう
よ。

谷：またまた助かります。話し難い事
を聞くかもしれませんが、よろし
くお願いします。

湯：谷口さんのツッコミ次第ですが、
こちらこそよろしくお願いしま
す。

谷：現在、知事に就任して半年弱が過
ぎました。率直な感想を聞かせて
ください。 

湯：そうですね。想像したり、期待し
ていた事と大きくかけ離れている
点は無いですね。むしろ県の職員
の皆さんの改革への意欲には頼も
しさを感じています。もっと変化
に対するガードが堅いかと思って
いましたが、私が唱えている「成
果主義」、「現場主義」、「県民起点」
といった言葉を素直に受け入れて
くれています。 

谷：前知事時代、色々と報道されて
きた広島市との関係はどうです
か？

湯：秋葉市長も県との関係を前向きに
捉えて頂いているようで、建設的
な話が出来ると感じています。こ
れは私が就任前に抱いていた期待
以上の手ごたえです。

谷：その他日々の業務のなかで気付い
た事、驚いた事などはありません
か？

湯：そうですね、例えばこの知事室に
飾られている絵ですが、石井泰行
アカシア会会長（43回）の義理のお
父様（児玉希望画伯）の作品なんで
すよ。先日、石井会長が写真を撮
りにこられました。業務上では、
職員が説明や相談をしに来ること
を「協議」って言うのには当初慣

れなかったですね。それから、庁
内スケジュールに新年の挨拶は
あっても新年度の挨拶が無いのに
は驚きましたね。ですから今年か
ら始めました。

谷：次に対外的な事をお聞きします。
広島県の大きな課題の象徴的なも
のに鞆の浦の架橋問題がありま
す。これは全国的にも、世界的に
も注目されていますよね。 

湯：よく誤解されているんですが、私
は「橋を架けるか、架けないか」
というスタンスでこの問題に臨ん
ではいません。元来、地域を良く
する為にどうするかという事から
始まった話が、架橋の是非という
一点のみの問題になっていること
が問題なんです。「地域を良くす
るために何が最善か？」は地域の
方々が判断するのがベストです。
行政はそれに対して出来るだけの左上が児玉希望画伯の絵
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広島県知事活躍中
県知事の益々のご活躍と“ふるさと”広島の発展、
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お手伝いをさせて頂くのが本来の
役割です。

谷：とは言いつつ、知事としてこうし
たら良いというものがあるので
は？

湯：いえ、それをやってしまうと事を
誤ってしまいます。地域の皆さん
も、県の職員も、そして私も、も
う一度「地域を良くする」という
原点に帰って考えてみよう、ただ
それだけなんです。

谷：いきなり難しくて微妙な問題から
触れてしまって申し訳ありませ
ん。 知事はその他にも多くの課
題を解決しなければなりません
が、そもそも何故、知事になろう
と思ったのですか？

湯：まずこれからの日本を考えた時、
地方が活性化しないとどんどん沈
んでいくという図柄が浮かんでき
ます。次に我が郷土広島を眺めて
みると、どうも元気がない、活力
が感じられない。自然や歴史を見
てもとても恵まれており潜在能力
は計り知れないものがあるのに、
です。 広島に活力を取り戻すに
は、様々な面からのアプローチが
必要です。経済は勿論、教育、福
祉その他、多くの改革すべき課題
があります。それを実現していく
には知事しかないと感じたからで
す。

谷：そう思っても、実行に移す人はな
かなかいません。なぜ湯﨑さんに
はそれが出来たと思いますか？ 

湯：元来向こう見ずなところがあるの
かもしれませんが（笑）、 やはり中
学、高校時代の体験・経験が大き
く影響していると思います。附
属ってあれはダメ、これもダメ、っ
ていう学校じゃないですよね。「や
りたい事があったら、とりあえず
やってみろ」って雰囲気ですか
ら。但し、行動や結果には自分で
責任を取る、っていうのが付いて
きますが。でも「やらないと意味
が無い」、「行動しないと結果は出

ない」って事を大いに学びました
ね。

谷：具体的にはどんな体験や経験です
か？ 

湯：たくさんありすぎて困りますが、
例えば中一の時の話ですが、バン
ドを結成したいと思っていまし
た。ただ、入学したばかりでどう
やって仲間を集めたらよいかわ
からない。その時思い切ってメン
バー募集の貼り紙をしたんです。
そしたらすぐに男女合わせて５、
６人のメンバーが集まりました。
「行動したら、結果が出るもんだ」
と強烈な印象が残りましたね。そ
れから、高校に入学してすぐにア
メリカに一年間留学したんです
が、本当に留学して良かったと思
いました。留学そのものも勿論で
すが、74回と75回の両方に友人が
たくさんできましたから。

谷：選挙の時も、74回、75回の人が本
当にたくさん手伝っていました
ね。あの時、体育祭や文化祭のノ
リを感じたのですが。 

湯：あ～、谷口さんもそう思いました
か。実は私も同じように感じまし
た。体育祭や文化祭って、学校
側の定めた大枠はあるけど、自分
たちで企画して自分たちで動い
て、っていうのが伝統ですよね。
あの経験は今回の選挙に限らず、
様々な場面で活かされています。
在校している間はそれが当たり前
だと感じていましたが、卒業して
みると本当にいい学校にいたんだ
なぁと思います。

谷：附属の話になってきたところで、
現役生徒諸君へのメッセージをお
願いします

湯：附属っていう学校は何でも奨励し
てくれる学校です。今は時代が違
うのでわかりませんが、我々の頃
はマナーやモラルさえ守っていれ
ば、少々の事は黙認してくれてい
ました。（悪い事でも黙認してく
れた？）ですから勉強でも、クラ
ブ活動その他でも、やりたい事が
あったらどんどん挑戦して欲しい
です。それが許される学校です
から。「行動すれば、結果が出る」
しかし「行動しない限り、何も生
まれない」のです。 

谷：続いてアカシアのメンバーへの
メッセージをお願い致します。 

湯：この度の立候補、選挙に関しまし
て本当にお世話になりました。多

くの方々が本当に一生懸命にボラ
ンティアでお手伝いしてください
ましたし、色々な場面で私を支え
てくださいました。本来なら、お
一人お一人にお会いして御礼を申
し上げなければならないのです
が、それもままならず申し訳ない
気持ちで一杯です。

谷：知事としての仕事を立派にしてい
るのだから、それが一番の御礼に
なっていますよ。

湯：そう言って頂けると救われます。
今後ともいろいろとお世話になる
と思いますが、よろしくお願い申
し上げます。 

谷：最後に、知事としてのこれからの
夢を聞かせてもらえますか？ 

湯：立候補した当初から変わっていな
いのですが、一番の夢は広島県に
住んでいる方々に「広島に住んで
いて良かったなぁ」と様々な生活
シーンで感じて頂けるようになる
ことです。お一人お一人価値観が
違うので、何を以ってそう感じて
頂けるかは簡単に定義できません
が、様々な分野で「良くなってき
ている」と感じてもらえるように
していきたいです。

　　Today is better than yesterday, 
and tomorrow will be better than 
today.

　　を目指しています。
谷：本日は貴重なお時間を頂き、本当
にありがとうございました。これ
からのご活躍をお祈りいたしま
す。

◆　◆　◆　◆　◆　◆

　公務多忙な中、疲れを感じさせない
爽やかで透明感のあるインタビューを
することが出来ました。
　課題山積の広島県政に淡々と、しか
し闘志を内に秘めて「挑戦、そして実
現」している姿に感銘を受けました。
� 中本 泰弘（65回）
� 谷口 公啓（73回）

左から　中本泰弘（65回）、湯﨑英彦氏（75回）、
谷口公啓（73回）


